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(dmit2− = 2-thioxo-1,3-dithiole-4,5-dithiolate, 図 1b)を導入すること
で、イオン交換機能を利用して錯体由来の物性を制御することも
目指した。[Ni(dmit)2]δ−錯体は、δ = 1 のときは S = 1/2 のスピンに






ることで、Li2([18]crown-6)3[Ni(dmit)2]2(H2O)4 (1)と Li2([15]crown-5)3[Ni(dmit)2]2(H2O)2 (2)の同形結
晶を得た。結晶内では、クラウンエーテルが一次元に配列してチャネル構造を形成しており、チ
ャネル内には Li+イオンと水分子が存在していた(図 2a,b)。そこで、インピーダンススペクトルや






図 1 (a) 超分子カチオン(n = 
1, 2)と(b) [Ni(dmit)2]錯体の構
造式 




















体の酸化が期待される。実際、UV-vis 及び IR スペク
トルを測定したところ、1塩では UV-vis 領域に観測さ
れた[Ni(dmit)2]−錯体間の電荷移動に由来する CT バン
ドが、1-Cu 塩では IR 領域に観測された。このことか















図 4 1及び 1-Cuの温度依存直流比抵抗 
図 2 (a) 1塩単結晶の模式図、(b) 1塩の結晶構造・ 
a軸投影図、(c) イオン交換実験の模式図 
